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2号住窟跡炉 3号住居跡炉 ヰ号住居跡炉

7号住居跡炉 8号住居跡炉 9号住民跡炉
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7号土拡(南→) 日号土t広
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図版16 遺構内出土土器
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図版18 遺構内出土土器
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図版22 遺構外出土土器
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図版24 器石土出



器石土出

器石土出
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遺跡の概観

{上野歯I段止陥商から入り込んだ沢が北、菌、南側の3耐にあり、西に張り出LたE腰高約叫m

面}の台地上巳位殿-rる， ~世情は沢に面した台地縁辺倒lに検出された。

i置星第は縄文時代中期初頭、中期末、前生時代、'1'安時代、その他 〈時期不明}で、重苦穴住帰跡16

師、豊臣穴状濯機1~菌、 土法 1462吾、思設:t~治情15~、炉H在、規立柱建物跡14棟、柱列 23刊が検

出された。

防総駁する遺跡では北西約おO聞に縄文時代中期末~後期初頭の「販ノ 上A遺跡」、 ~tl!，50m に縄文

時代中期末の「坂ノ上EJ睡跡J、南西約300聞に純文時代晩期、 ・亦生時代の句且崎A迎跡J等のl摘通

i置跡IJ;所在する。

遺構と遺物

3号住居跡 〈第3図〉

調査目玉北個lで験111された。

ヅヲンは箆2.9闘の門蝉定号サると考え":>./1、街肢のみの検出でゐる。確認副からのi1I!;!!.は5佃

で、!'!はほぼ重量1嵐広立ちょがゐ.ピグ ーは8鍋倹出されたが、線則的でなL、炉は荷捌土怨壇語控訴、
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{o膚HIU‘らなる.石鴎土踏均!d織は棟叫形 1:躍の胸下iCた哩.oll.、周辺は先熱を受けて.. ，11: l.τい

る.石組部は側碕ι抗議:"1んでおり、 l.tき取った鋭跡が認められた.石は火熱を受けて、・るが、隠
l角iは火熱を受吋たf耳跡I)~認拘われ必J旬、 η た.床はほぼ平創で、崎、 、

出土遺物

土鍋 {錦剖閥 1-3) 

lc:t炉埋ま置土語、飽は慣土酬ゑで島る. 1 11.O!針彩士諮抑制下婦で、彼此ι詑線が厳与れていゐ.

地主はRl単節斜縄文 {自画位fri1伝》でi#.>る. 2 U.澄~口紙をもっ跡形+.穏で、思糸文を範す. 3U. 

a跡騨+.2>の酎下部で、 RL植節制縄宜 《縦位回転}であゐ.
右犠 (第61箇判}

44は<.!'''-'石で晶る.

2骨住居跡 (担U4関〉

凋盛氏北側、択の融辺舗で検出dれた.

プラソは径4mの円帰宅<51l.、周構が認めらh‘75・76時士岨，1::!f.，慣ずる.確認街からの際占は

割固 で、 唾は日ぽ垂直に立も上がる.ピヲーは13飼検出され、主位穴は4欄と:Jtえられる.炉は土

揖岬語銀、掘り込A濁、 一段段、，111?込みからなる.tiG埋設舗は偲鉢膨土器を埋読し、周辺は火

叫~受けて赤~している.!範')込Aは氏 ・側謝が火勤役受吋ている.ー段探レ鳴 り込みは司&，q量す

る.阪は平坦で、段、、

出土漬物

土締 (!ff油国4・5、首123悶18・凶}

4 は炉哩設土路、 5'ま~凶i、他は躍士山土でるる. 4は潔T.II1+.献の下半分で、 RL削節斜縄文

{俊位回総である. 5は鉢肩書 i 織の腕下串で、続位に枕線包由の鳥網併を施可~.地文はRL犠節制

縄文 《縦健闘転》である.

石積 {掠?:1図 け

111情茎の石畿である.

3骨住居棒 {第5C置)

側11:医~t，垣島革で検出 宰れた.

プランは長軸7. 3m 、 制刷 3 川 町長方形 :o!t:Q し、儀正~i創から町何占は250mで、l'!はほぼõfl胞にな

b上がる.ピヲトは多重量倹出されたh、 情際の8闘が』己柱穴と 培えられる.IPはな、、比ははばザ

織で‘培、'.

出土遺柚

石鍋 (1!I27包 2)

2は縫製の右越である.

-1おー
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4骨住居跡 {館 6悶}
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割l珊 蝿邑土‘湖町It物・旬ーム純子揖人
1I21!f .自網島色土、鋭化物HI混入
;1131!f 拠隠色土、ローム鈴子$・浪人

第4図 2号住居跡

.I'!'te区北岡部で検出された。

。 1m 

プラ γは長軸2.6刷、縦軸!.80)の長方形を島し、縛rt而からの傑さは2恥"で、車置はほぼE量胞に立

ち上がる。東舷の府寄りUカマ ドが付殺されているが、袖はilil耳眠、鎖Jli掛川'絞る.ピ γ トは多数横

山されたが、盟主ヨーナ一部の4倒が3;，枝穴と考えられる。旅は平副匝で!Ilいが、『量、、皇居り込みがZゲ

所認められる。

出土遺物

土器 〈第20凶6-9)

全て寝土出土の占、褐色土様である.6は肌で、{底部切り離しは回転品切り、融制撃であるo 7・

8は坪で、 底部切り織しは回転舟切り、構:~!重である。 7 の内前払は煤v;m化物の付着が認められ

-126-
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る.9は日繰嗣lが外反してから、ふたたび垂直に立ち上がる更である.

石鑓 {第?:l鴎 3)

3は削様である.

1(") ザ

0
4

。A 

。
‘ば
〆'

-部 。
，、

" 
-11 

も
，〆

。れ 。
h.ω@
苦 @。 ο 

A 

__ ~ ~5門戸=一一 1 一一一『旬、、一_3-=二二----二二--
-a l ~ 11'悩色土.鋭念筒温色濃人 炭化物少.1¥浪人
事Hi撚掛話:t:.I崎邑J:少』誌浪人総化物微量浪人
都3M御事ニt .. _.. 
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.!t油h
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第 S@ 4号住居跡

5骨佳局跡 t書官7凶}

拘置区北西冊1で憤出された.

プヲyは一辺3.9mの正方形役錯すると暗えられ、嗣と北側の盟主がIi(認されただけである。確認

- )明一



向から8深さは 5閣で、 !'!Iま拙ほ~毛諸民立ち上がる。 lIï~患の街寄りに狗ザドが付Z立され、 Z 事正確認

された.I割軒lのtJマドは、燃悦剖lが地山役H}<凋獅り込み.少量の焼上が堆積していた。媛滋はー担

く ぼんだ後に再び立."，上がり側郎君事となる.灘十~.t，こ多債の焼土 ・ 鮎土総が入っていた. 北側のカマ

ドは、母霊能綱同二地山を12cm締り込み、 tレ島の焼土と伏化物が雄前して、，t.:o棚逝は緩かく 、穣土に

炭化物が入。ていた。いずれも袖総は崩壊していた.両カqγの煙出し闘に不lI'!M的締り込みがあ

妙、よ前よりフイ ゴの羽臼が出土した.ピ q 予は多数検出されたが、!!;!コーナー却の4舗がま柱穴

と考えられる.""は山凸で、中央織に焼土の融績がみられた。 58・59'60号土1rJ;と選復し、いずれ

も本住艇とほぼ何時I闘である。

出土遺物

土錯 (!ll201掴10・11)

レずれも床崩出土の弗俗色土日告で品る。 10昨師で、底部切り離しは回転糸切り、揖調整で晶る。

11は口縁部が、外皮 してからふたたv'<1J.班巳立、上がる獲で、"タロJ庇形後、にへヲケズリ艶)[$を行
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6号住居跡 (謂18図}

調ま阪耐側で倹出された.

デラ ""H毛軸611)，短軸Smの不!!!形容ど曇ずる.確認蘭からの探剖:'1恥聞で、艶はほぼ垂直に立

、上がる.ピ γ トは8個検出芭れたが、自震い館り方の4個泊、主主主穴と考えられる。炉は地床炉で若

干 くぼみ、 姐Iく火熱を受吋-.:;.¥'<変している。住躍の長軸線上北側に長軸19C閥、緩軸l恥11，深害臥lcm

のピッ トが認められる。床は平担で、箆，.。

出土漬物

土総 〈郷21凶12、都お関20-制}

23.24.25.32.34はヒヲ人 29は床樹、他は穫士山iこである。学繊竹管状工具内凶による学経

組線で文織な構成するもの、撚糸a艇な行なうものである。 12は口銭高容が外反する傑鉢形上器で、
口飯沼師、器高5O.5<:mである.Cl4軍部位2闘の小宮町届が付き、 内簡はま地主主主がみられる。 回線

部は連帯状文、総位刻織をヒ入れて、 その中金債依沈線/)¥走る、 験此揖又端、半隆起:総省ピ施寸.鎖剖:

はi車華状文、半僚4呈線文をど縦し、 2 倒 1 1{の突経~もつ。頭部の建張状文は Z タ所r U J状に、ま

た突産量下はrn J宇状の貼り付叶を織す.劇部は路子園文言ピ織した後に、刻手続結線士を砥線 、曲線

的に縄文寸る。

7骨住居跡 {郷9凶)

~~査区西側、台地の縁辺高島で検出された.

グタγは長軸12.4刷、縦軸11mのほぼ問形主'識する.燃は見られず、JoIl耳障が艇認された。間務は

偏却-3Ocm、傑さ15-25cmで-811途切れて、、る筒所もあるが、ほぼ全則する。周柵は.3Q号土松、 88

号ニl::~と虫館しているが、切り合い関係は不明であ吟 t.:.o 多数事提出されたピタ 舎 の中でP I -P4

の 4 倒が主怜穴と考えられる。炉は中山却に作られ、焼土範鮒は)It()XI2(固で、約l():m ほと'~眠り込

まれ、焼土が堆積 しても '~t 炉内北寄りに慢が 2 個付設さ札‘火熱唱ピ交吋てレる'1J..Kは念体に平患

で、 堅い。住居内師側の師号土肢は住胞にやF倒するものか、新旧関係は不明である。西側に3ケ所

の焼土が確認されたe

出土遺物

土鵠 (;官幻凶35-42)

全て覆土出土でibる.L字文、変形て牢文、平行沈敏文、刷毛日文を絡すものである.

石緒 {第'rI白川

4は有-a;のお銭で、-a;suにア'"ヲアルトの付消が認められる.

8号住膳跡 (第10図}

調:配区間血IJで検出さhた.

プランは長軸問問、総軸6.1mの中E誌が:5平すぽむ隅丸長方形屯~l3し、 確認悩からの深さは南側j

約3c刷、北側約lC闘 で憶はほぼ宣告砥に立ち上がる.ピヲトはお鍋検出古れたが、滞、、据 り方の'.J時

-131-



する12倒の主柱穴と考えられるもので、位痕跡を留める校穴をどSEtg草れた。炉は地床炉で長軸線上

にほぼ等間隔で3ヶ所験山幸hた。床は平患で、程、、 住居跡中央部より南側床船自主上でt'Ht材、

焼土11:見られたが投擬されたもののようである。北東偶じ台おが出土している。

出土遺物

土格 (第24図43-54)

全て桜士山土である。 口綾部に紡土級官鮎り付け、撚品1E1属、 *'1突省d~すj屯般的j事手の傑鉢形土

2告や、 縄文地主を銭文した後ι燃刷出終文を絡すもの、沈線区扇の縛消干持を有するものである.

お錘 (!fl27悶5-11、第61関45・46)

5 . 6 は僻~のお鎖、 7 ・ 8は縦援の石匙、 9 . 10はへラ状石総で、 10はお斧としての機能も考

えらhる. 11は幡製石斧、時 ・ 4ô''''~平おであるが、時は〈 ぽみ石と しても使用されてレる.

9骨住居跡 〈第1]図}

2喝J'f区北側、沢の縁辺:$で供出された。

プラ Yは径約 3.3m のほほ門形~~邑し、 確認碕からの滋さは25ca で、!Jlはほぼ1I!ü自に忠、」ヒがる。

ピクトは6他験l却され、主柱穴は4飽と考えられる.炉は上総舵綾部、煽り込λ目前、-般減ト4柄!1) 

込みからなる。土2!{埋設部は潔鉢Jf，長土提唱と膿殺し、 同辺は火然>k受付4方、龍、している。 織り込み膏lは

絞 ・世j闘が火熱をど受けている。床は平島且で、 髭L、。

出土漬物

土緯 (!fI22関13、害時25関55-59}

13は伊甥nlt土官官、 他は里町土出七で串る。沈線区舗の終消借金有寸るもの、 険稽貼り付け、陵情に

刻み含絡すものである.13は担割鉢影よ般の胸部で、迫文はRL単節斜縄文{縦依印転}で品る.

土似品 {節96図9. 10) 

いずれも貯利用土製，弘{円磐状土製品，りである@

石鵠 {第?:I箇12)

12は隙裂の石匙である.

10号住居跡 (第12陶)

調査広南東織で検出さわた.

プランtl.f是柚 5m、 E畳軸 4m の隅丸プJ形唱d~L、醐総闘からのS障害は lOcmで、目Eはほぼ[~il在比立

ち上がる。ピットは日嗣検出されたが、盟主コ m ヲ-61;の4闘が主杵穴と考えられる.炉は地味炉で

若干くぼんで、るo f:キ陪長軸線上北側 副寄り比笛 1m、混在35cmのピヲト泊、~l!められる.床は乎嵯

で殴〈、 M時給物跡と電悔する。
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出土遺物

土器 {君臨22儲14、:1125関岡-62)

14・6()は僚面、他は桜土山tである.14は法鉢陪土械で品O. 1憎のち望組をもら、 3倒は2-3

悩の鮎土貼り付け、 l 鮪は Z倒の~却をf総備状に断り付けた粘土織で連絡する。その下位は 「 の J

の字状に純土級省ピ貼り付ける。~~担割問iにも「の J の字状の粘土貼り {すけを行う.鎖部には砧土紐

W巡らし、都側師事に4令状i具の側面1官押し当てて刻み目状の文僚を絡Lている。60は探鉢形士械の

目縁部で、粘土紛貼 りH吋、燃舟配艇の車証されるものである.61・62は向ー個体で、地文主'施文L

-139-

た後に枕線区画lの軍事消備を施サ.



石総 (mZ7悶13-18)

13'ま有益の石線、 14は6維、 15は描物内芋I匙で、つまみBsにアスフアルトり付務が認められゐ.

16-18は爵製石斧で、アスフアルト状の付着物が認めら札る。

11号住居跡 {貌13凶}

調査区剛捜部で検出された。

プラ Yは後6.4mのほほ円形をどlilし、確認極からの糠さは10.鴻で、量産はほH最高になら上がる.

ピγ トは多数検出されたが、深い掘 り方的6舗が主制i穴と考えちれる.炉は土音器開設部、石総部、

樹り込み富f)からなる。土法埋設部は探跡形 t~量官制{削ζ組殺し、周辺は火剤に.t り必費してしる。

百組掴1は側衝に布を組むもので、 主主き取。 t..: Bf，分~ある。底蘭が火熟考乞受吋ているa 鳴り込み剖ll:l

援に接し、壁際，H!l!<抱り込まれている。床は若干凹凸がみられ、北京銀付近は一般向くなってレ

る。 H守主s物跡と宮HMする.

出土遺物

土語 (第22随時、事官25凶6.1-68)

15は炉埋設土器、他は寝土IU土である。粘土組t肋り付け且び撚糸正佼文官臨すもの、細い.$般的

管状工具内部によるさド隆起録文'!:!l!iすもの、結土担tをうずまき状回貼りやHするもの、沈線区倒的師事

消締役絡すものである。 15は様跡形土獄で、 LR単節斜縄文〈縦位凶転)I.!: ~臨す.

石総 {郷27・28凶19-22、第61国47)

19.20は帳茎の石織、 21は蹴型の<:i匙、 nは貨車製お芹である。

12号住居跡 《都M閑}

調査l草南東部で検出された。

グランは長軸4.2m.続軸3.8則的精円形を唱し、閥椅が認められる.確認証活からの深さは1宮東で

慾はほぼ垂範比五:t..t;>ょがる.ピットは~敵検出されたが、 t事い担量 P方向 6 偲カ:主tI:穴と考えられる。

炉は布組部、事匝り込み剖lからなる。右組認は側耐に石唱~æ..:r..、底面と石が火熱を受けている。締り

込み認はJIII.状官製して盟主に修する。床は平坦で箆〈、 13号渡物断。と!lH留する。

出土漬物

土器 (第26悶69-71)

全て恒三t出土である.調n_・半舷竹管状工具内耐による半蟻産量線を擁すもの、世;軒、区画の磨t商務を

It!すものである.

石緯 (事再28凶23)

23は総先状石部である.

13寺住居跡 (.臨時凶}

拘進区南東部で検出された。

デラ γは'~2.6 mの陪ぽ円形もど虫し、締結{商からの深剖れ伽"で、蛍はほぼ司直瓜に立ち上がる。
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ピッ 与は 8咽験出され、4畑

"，主 ~t穴と考えられるが、JtA 1" 
舷的波、、。炉は弱捌ご1:2:{埋設

部、石締部、贈り込み悶lから

なる.石間土保均設問;は揖~，二

平総した深鉢静土問tた斜めに

瑚~~L、 j尚辺は火熱を受けて

赤軍Eしている@石組由lは側面1

然省ピ受けている.鰍り込み郎

は普平潔〈煽り込主れ、験ι

に石を組4、自主商及。'.(，が大

へ'
。奇

@ 

⑥ 

a、

、
/ 

接する。l車は平胞である.

16はが開設士銀て'ある。鯛

絡す.

R単節斜地文 〈級位聞紙){<

嗣iが膨らむ傑鉢形土器守、 L

土器 {筋221司16)

出土遺物
3960miI 

=二五ニエフー

1m 
ziZ器E23:;景品問2EE間人
t 

i二--コ
脂質補色七
島崎 略織百土.鋭化物今総淑人
II! .命綱D(!主、腐食物多銀総入n 

同
ド
u

還

芭
毒

石器 (;'.1128関24)
13号住居跡第15図

24は縦裂の石匙で、 つまみ部にγλ ツ γ ルトのH滞n;~認められる。

14号住居続 {邸16悶)

調査区1缶}I!制i'"検出された。
プランは長制14. 9m、続軸ι4mの術円形!t.'~量し、締結衡からの潔さはお帽で、!ifは培ぼ泊施に立

ら上がる.ピヲ 谷は17閥横出き札、際、、繰り )1の&のが主眺穴と思hれるが浪費IJ((.)でな、、炉は地

床炉で、若干〈ぼんでレる.使館長軸線上凶側に径90cm、t揺さ60cmのピグ 'が認められるobftは'J7.

j且で、砲、、

出土遺物

土鐸 {携25肉72-74)

72.74はピ?人 73は縦土出土で品る.いずれも縦文地文のみである。

日号住居跡 (割程17悶}

調査区南東部で験出された.

ヅラ γは長軸8.Sm、経軸5.2mの小判形役島し、阪は2段悔Ahで品る。暗総liIi"らの採さは30cm

で、!.1J!はHぱ盈慌にfl"よふがる。ピ勿トは多数検出されたが、ほの俊民沿勺た探トt抵り方の6舗が

-146'-
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主柱穴と考えられ、段の商側中の住穴には炭化した駐が認められた.炉は地床炉で若子〈ぼんでい

る。什民t金軸線上南側には能 l剛、滞さ70cmのピマトが認められる..J.，Ktま平副且で、盤、" 床耐北側に

は細か〈砕かれたお隊の般片平炭化材が倣在していた。 12時理特跡 と頂複する.

出土遺物

土錦

織文地文のみの土日4片が数点出土しただけでるる.

土製品 {節93図 1) 

土偶で、ほほ完形品である。闘は鋭〈、乳房が貼付され、l¥faは膨らむ。体の両面u;こ沈線 と単散
柿管状工具内耐による巡統爪形文を施サ.

石総 <!Il28図25-27、!Il29悶32、!Il61図48・49)

25-27は務製石斧である。 25.26にはア:Aフアルト状の付活物が認められる..32は悩障でゐる。

itf<108m (鰍主主人 般大筏15cmで企請を典く輝いている。姐部は鍔状をどなし、劇頂部は九時をも司

体摘は1簡が平坦簡で、中邸はm阿形、織事事はガ静宏5注する.平坦耐の煩輔iに近、部分に、長さ14
cm、幅5.5-6.玩刷、練さ 2.5四のえぐりがみられる。部分的民県〈光沢のある付着物が認められ、

焼けた浜跡と考えられ、制i，口にもみられる。石貨は剖I叡告である。 47・48は恋4?で、47は全幅が
llI'られている.

16号住居跡 (!fI団関}

t唱J!e区楠東部で検出された.

プランI:ld主軸4.6m、縦軸4mの偶丸長方形を泉L、出は2段精進である.健;!ll耐からのitl!さは

15emで、聖書はほぼ.!1!麗巳立ち上がる.ピヅトはH倒倹出寄れ、旅の段の4偶にめる 4憎が主柱穴と

考えられる。炉は地床伊で若干くぼんでレる。住院長軸線上北側には箆 1m、緩さ25cmのゼッ !が

認められる.旅は、'H且で、li'!.c.。

出土漬物

土締 (;<<22悶17、第26国75・-$3)

全て覆土出土である.粘土組断り付け及び燃品を庄療するもの、'"蜂起線で文帰宅ヒ作り出すもの

である。 17は口総慨が直rz.ずる鉢形士総で、口径8.2刷、税局15cmて'ある。 m織榔は、縦に貼られ

た 1 本の粘土指l と、縦位へのÄU~. 閥 、き1色絵起線xからなる。別部位、直線 ・ r U J ~状円単隊担線

文と縦位の期観で文様を榊成する.

石器 (!ll28凶2K-31)

28は無惑の石畿で、アスフ γルトρ:付着する.29・30はるi維、 31はへラ状6器である。
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1奇襲穴状遺構 (第19図}

調査阪南側lで倹印された.

プランは長軸4.7冊、短軸2mの院丸長方形をlilt.、磁総面iからのi!lさは13閣で、盤はほぼ重量正

に立ち上がるω ピ乍トは10倒検出されたが規則的でない。 紙面は平副匝である.

毒事発
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13 91J1tIi!8伊樗Bta
H 回毎tll時間・...1Ii
15 1l1}1!;騒鈴伊ttlt土);
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日時号伎11..咽念

第四 制 内出土土器 1

日

t? 



てミこど三二二二ミミご二三

一室

E
d
b
h
N
γ
l
沼

重
砲
と
た
C

沼
i
o
N

室
忠
一
甲
府
N

O

H

・
2

マJ
V

、ミ二r
草書f，i議醤話予

知i

2号

ミごごミ
σコ
小J

→→ 
_， +1 

どとま》ヨヨ

とこ7'

。
山
円

亡コ Cごミミ

《ミ二三三コ小J
r:0 

とござ仁
己む
小3

C
N
 ミ 会

亡二三

r:0 

CここZ

とこごミミとごご主

F司4

て勺

ぐごき

Jjfifej善
説毒
事校長
堅持igF

小3
N 

(ごごコ

co 
伊 4

宝二三


	akshibunkazai12_Part10
	akshibunkazai12_Part11
	akshibunkazai12_Part12



